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平成28年度一般会計決算　南条小学校完成に伴い　 　対前年度比20.2%の大幅減

歳出総額62億1839　 万円を認定！
　
9
月
議
会
定
例
会
は
4
日
に
開
会
さ
れ
、
一
般
質
問
に

は
13
人
が
登
壇
し
た
。

　
28
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
の
認
定
を

は
じ
め
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
な
ど
の
人
事

案
件
、条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、29
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
補
正
予
算
、
南
条
児
童
館
建
設
工
事
に
係
る
請

負
契
約
な
ど
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。ま
た
、議
会
提

案
の
意
見
書
4
件
を
可
決
し
、22
日
に
閉
会
し
た
。

　

歳
入
は
、企
業
の
利
益
が
大

型
設
備
投
資
に
向
け
ら
れ
、法

人
町
民
税
が
2
億
5
5
0
0

万
円
の
大
幅
な
減
額
と
な
り
、

町
税
全
体
で
も
前
年
度
対
比

8
・
9
%
、
2
億
5
4
0
0
万

円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、財
源
不
足
を
補
う
国

か
ら
の
地
方
交
付
税
も
、前
年

度
の
税
収
増
の
影
響
な
ど
に

よ
り
1
億
6
1
0
0
万
円
の

減
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
は「
つ
な
が
る 

あ
ん

し
ん 

坂
城
町
」を
目
指
し
た
防

災
行
政
無
線
実
施
設
計
の
ほ

か
、
び
ん
ぐ
し
の
里
公
園
屋
外

ス
テ
ー
ジ
整
備
や
坂
城
小
学
校

の
プ
ー
ル
改
修
な
ど
を
行
っ

た
が
、
南
条
小
学
校
建
設
工
事

の
あ
っ
た
前
年
度
と
比
べ
、
投

資
的
経
費
が
大
幅
に
減
少
し
、

71
・
6
%
、
12
億
4
4
0
0
万

円
の
減
額
と
な
っ
た
。

　

目
的
別
で
は
、第
3
子
以
降

の
保
育
料
の
無
料
化
や
福
祉

医
療
費
の
対
象
年
齢
拡
大
な

ど
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充

実
や
年
金
生
活
者
等
臨
時
福

祉
給
付
金
事
業
な
ど
に
よ
り

民
生
費
が
歳
出
全
体
の
28
・

3
%
を
占
め
た
。

9月定例会
決算議会

歳 入 町税、地方交付税ともに減少

歳 出 防災行政無線整備に着手

歳入総額 63億1510万6274円
歳出総額 62億1838万5728円
差 引 額 ※ 9672万  546円

一 般 会 計

歳入合計
63億1511万円

地方交付税
10億1688万円
16.1%

町税
25億9570万円
41.1%

国庫支出金
5億3250万円
8.4%

諸収入
5億1111万円
8.1%

繰入金
4億2049万円
6.7%

県支出金
3億810万円
4.9%

町債（借入金）
2億9286万円
4.6%

地方消費税交付金
2億8609万円
4.5%

地方譲与税
6305万円
1.0%

使用料・手数料
6738万円
1.1%

分担金・負担金
8078万円
1.3% その他

1億4017万円
2.2%

歳出合計
62億1839万円

総務費
9億8061万円
15.8%

民生費
17億6132万円
28.3%

土木費
8億3882万円
13.5%

公債費（借入金返済）
6億9387万円
11.2%

教育費
5億5339万円
8.9%

商工費
4億9015万円
7.9%

衛生費
3億5065万円
5.6%

農林水産業費
1億9840万円
3.2%消防費

2億3016万円
3.7%

議会費
9109万円
1.4%

労働費
2993万円
0.5%
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平成28年度一般会計決算　南条小学校完成に伴い　 　対前年度比20.2%の大幅減

歳出総額62億1839　 万円を認定！
会　計　名 歳　　入 対前年度増減率 歳　　出 対前年度増減率

有 線 放 送 電 話 3139万円 △14.5% 3073万円 △14.6%

国 民 健 康 保 険 18億9566万円 △1.3% 18億6156万円 △2.9%
同 和 地 区 住 宅
新 築 資 金 等 貸 付 292万円 △3.7% 291万円 △3.7%

工業地域開発事業 1億3228万円 新　設 1億3228万円 新　設

下 水 道 事 業 9億3528万円 29.4% 9億1205万円 28.2%

介 護 保 険 12億7649万円 1.6% 12億6613万円 1.0%

後 期 高 齢 者 医 療 1億8804万円 4.7% 1億8804万円 5.0%

　 合　 計　　 44億6206万円 8.3% 43億9370万円 7.2%

歳入総額 44億6206万1362円
歳出総額 43億9369万6104円
差 引 額 ※ 6836万5258円

特 別 会 計
　

28
年
度
は
前
田
工
業
団
地

の
売
却
に
係
る
工
業
地
域
開

発
事
業
特
別
会
計
が
設
置
さ

れ
た
ほ
か
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、事
業
進
捗
に

伴
う
工
事
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、歳
出
決
算
額
で
前
年
度

比
プ
ラ
ス
28
・
2
％
、
2
億
70

万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

※
差
引
額

　

各
会
計
の
差
引
額
は
、

決
算
剰
余
金
と
し
て
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
ほ
か
、

一
部
基
金
に
積
み
立
て

る
。

パクリ！（第 57 回町民運動会）

　

28
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
及
び
財
政
援
助
団

体（
公
益
財
団
法
人
さ
か

き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
、
部

落
開
放
同
盟
坂
城
町
協
議

会
）
の
決
算
審
査
を
、
7

月
20
日
か
ら
8
月
1
日
ま

で
実
施
し
た
。
財
政
健
全

化
判
断
比
率
の
審
査
を
、

8
月
18
日
に
行
っ
た
。

審
査
の
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
及
び

附
属
書
類
は
、
い
ず
れ
も

関
係
法
令
の
定
め
る
様
式

に
従
っ
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
決
算
の
計
数
は
諸
帳

簿
と
符
合
し
て
正
確
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
算
定
書
類

は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令

の
定
め
る
様
式
に
従
っ
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
比
率

の
計
数
は
算
定
書
類
と
符

合
し
て
正
確
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
。

決
算
審
査
報
告

監
査
委
員
　
大
　
橋
　
房
　
夫

塚
　
田
　
正
　
平
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

就
職
促
進
事
業
を
推
進

委
員
長
　
吉
川
ま
ゆ
み

　

総
　
務
　
課

歳 
入

問　
法
人
倒
産
を
理
由
と
す

る
不
能
欠
損
最
高
額
は
。
ま

た
、
執
行
停
止
か
ら
不
能
欠

損
へ
の
判
断
は
。

答　
最
高
額
は
、
固
定
資
産

税
で
2
7
4
万
1
千
円
、法
人

町
民
税
で
55
万
円
で
あ
る
。ま

た
、
執
行
停
止
か
ら
、
3
年
間

収
入
等
調
査
し
、変
化
が
な
く

改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、不

能
欠
損
と
す
る
。

問　
軽
自
動
車
税
の
滞
納
者

の
内
訳
は
。

答　
現
年
度
分
31
人
、
滞
納

繰
越
分
97
人
で
あ
る
。

問　
償
却
資
産
と
し
て
申
告

さ
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
状

況
は
。

答　
27
年
度
取
得
で
28
年

度
か
ら
課
税
は
13
件
、
26
年

度
取
得
は
21
件
、
25
年
度
取

得
は
14
件
で
あ
る
。

歳 

出
問　
職
員
研
修
の
G
I
S（
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
）研
修
会
の

内
容
は
。

答　
固
定
資
産
税
評
価
替
の

資
料
整
備
の
た
め
に
航
空
写

真
を
撮
影
し
て
い
る
。
個
人

情
報
以
外
の
地
図
情
報
を
庁

内
利
用
す
る
研
修
と
し
て
7

月
に
実
施
し
た
。

問　
町
長
交
際
費
の
内
容
は
。

答　
会
費
44
件
、
激
励
金
5

件
、香
料
17
件
、祝
儀
1
5
5

件
の
計
2
2
1
件
で
あ
る
。

問　
庁
舎
内
の
紙
の
使
用
量

は
。

答　
年
間
約
1
4
4
万
5
千

枚
で
あ
る
。

　

会
　
計
　
室

問　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料

と
八
十
二
銀
行
の
窓
口
納
付

手
数
料
の
件
数
と
推
移
は
。

答　
コ
ン
ビ
ニ
は
8
6
4
5

件
、窓
口
納
付
は
1
万
1
5
4
4

件
で
あ
る
。
件
数
は
と
も
に

増
加
し
て
い
る
。

　

企
画
政
策
課

問　
湯
さ
ん
館
の
町
民
優
待

券
の
利
用
状
況
は
。

答　
27
年
度
が
2
万
2
9
3
9

名
、
28
年
度
は
2
万
7
5
5
8

名
で
20
・
1
％
増
加
し
た
。

問　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
の
整
備
に
伴
う
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
の
設
置
数
は
。

答　
役
場
を
含
め
25
局
を
設

置
予
定
で
あ
る
。

　

産
業
振
興
課

問　
長
野
地
域
U
J
I
タ
ー

ン
就
職
促
進
事
業
の
内
容
は
。

答　
長
野
地
域
中
枢
連
携
事

業
の
ひ
と
つ
で
、
合
同
企
業

説
明
会
や
企
業
見
学
ツ
ア
ー

な
ど
11
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

延
べ
2
6
2
名
の
学
生
が
参

加
し
た
。

問　
さ
か
き
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
事
業
補
助
金
の
選
定
方
法

は
。ま
た
、そ
の
実
績
は
。

答　
申
請
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、5
団

体
の
代
表
が
審
査
を
行
う
。28

年
度
は
、4
事
業
者
5
件
が
採

択
さ
れ
た
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
と
し
て
対
外
的

な
位
置
づ
け
の
商
品
開
発
や

委 員 長 報 告
各常任委員会では、付託された一般会計決算について
慎重に審査し、その結果を委員長が本会議で報告した。

一般
会計

設置が進む太陽光パネル

求む！町内企業就職者
（金沢工業大学就職説明会）
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社
会
文
教
常
任
委
員
会

 

　
高
齢
者
支
援委

員
長
　
柳
沢 

収

農
家
自
身
が
商
品
開
発
す
る

な
ど
、6
次
産
業
的
に
商
品
性

を
高
め
る
事
業
で
も
あ
る
。

　

建
　
設
　
課

問　
合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
金
の
交
付
状
況
は
。

答　
浄
化
槽
設
置
補
助
が

5
基
、
小
網
地
区
の
維
持
管

理
補
助
が
34
基
で
あ
る
。

問　
繰
越
道
路
改
良
事
業

A
01
号
線
の
内
容
と
繰
越
の

理
由
は
。

答　
酒
玉
工
区
の
建
物
補

償
1
件
の
清
算
分
で
あ
る
。

建
物
補
償
契
約
で
、
建
物
等

の
取
り
壊
し
な
ど
に
時
間
を

要
し
た
た
め
、
繰
越
と
な
っ

た
。

問　
塩
カ
ル
の
在
庫
管
理

は
。

答　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
ス

ト
ッ
ク
し
、翌
年
使
用
す
る
。 　

住
民
環
境
課

問　
防
犯
灯
の
内
訳
お
よ

び
L
E
D
化
の
実
績
は
。

答　
28
年
度
、新
設
4
、改
修

5
、
移
設
1
の
計
10
灯
を
実

施
し
、
新
設
4
灯
は
L
E
D

灯
。
ま
た
、
28
年
度
末
現
在
、

町
内
の
防
犯
灯
は
1
5
7
7

灯
あ
り
、
内
L
E
D
灯
は
99

灯
で
、
割
合
は
6
・
3
%
で
あ

る
。

問　
28
年
の
交
通
事
故
の

状
況
は
ど
う
か
。

答　
28
年
中
に
人
身
事
故

が
59
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
死

亡
者
が
1
名
、
負
傷
者
は
73

名
で
あ
っ
た
。

　

福
祉
健
康
課

問　
民
生
委
員
の
活
動
に

つ
い
て
、
28
年
度
は
子
ど
も

に
関
す
る
相
談
も
増
え
、
大

変
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

答　
毎
月
開
催
の
定
例
会

の
地
区
別
会
議
の
中
で
、
困

難
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、情
報
共
有
し
て
い
る
。

問　
高
齢
者
独
り
暮
ら
し

の
訪
問
員
数
は
。

答　
28
年
度
末
で
68
名
で

あ
る
。

問　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

事
業
で
、
入
浴
以
外
の
事
業

は
。

答　
生
き
が
い
広
場
、
ヨ
ガ

教
室
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
サ
ロ
ン
で
実
施
し
て
い
る

事
業
の
参
加
者
数
は
。

答　
6
月
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ「
ほ
っ
こ
り
」

と
し
て
、41
回
、延
べ
参
加
者

数
は
6
1
8
名
で
あ
る
。

問　
町
の
A
E
D
は
ど
こ
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答　
行
事
の
際
に
は
、
総
務

課
で
A
E
D
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

教
育
文
化
課

問　
奨
学
金
の
給
与
人
数

は
。

答　
高
校
生
8
名
、
大
学
生

1
名
、
大
学
院
生
1
名
で
あ

る
。

問　
坂
中
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ル
ー
ム
の
利
用
者
数
は
。

答　
6
〜
9
名
で
あ
る
。

問　
い
じ
め
の
実
態
は
。

答　
小
学
校
7
件
、
中
学
校

18
件
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の

案
件
が
解
決
済
み
で
あ
る
。

問　
不
登
校
の
人
数
は
。

答　
小
学
校
5
名
、
中
学
校

9
名
で
あ
る
。

問　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
小
学
校

の
利
用
冊
数
増
の
理
由
は
。

答　
小
学
校
と
連
携
を
図

り
、
学
校
要
望
の
図
書
を
ま

と
め
て
購
入
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

ほっこり　にっこり（夢の湯ほっこりカフェ）

児童 1 人当たり年間貸出数 92.4 冊（小学校図書館）
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有
線
放
送
電
話

問　
使
用
料
の
減
額
の
理
由

は
。

答　
昨
年
12
月
の
交
換
機
故

障
に
よ
る
影
響
で
、
2
1
8
7

人
分
約
3
0
0
万
円
強
の
還

付
金
が
発
生
し
た
た
め
で
あ

る
。

同
和
地
区
住
宅

　 

新
築
資
金
等
貸
付
事
業

問　
滞
納
の
状
況
と
対
策
は
。

答　
滞
納
額
は
2
6
9
8
万

円
で
、6
名
9
件
分
で
あ
る
。

滞
納
者
へ
は
、
電
話
や
訪
問

な
ど
で
対
応
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
1
名
か
ら
2
か
月

に
1
回
2
万
円
か
ら
3
万
円

の
返
済
が
あ
る
。

工
業
地
域

　
　
　 

開
発
事
業

問　
土
地
購
入
企
業
の
工
事

進
捗
状
況
は
。

答　
来
年
2
月
竣
工
の
予
定

で
あ
る
。

問　
工
場
の
生
産
製
品
の
内

容
は
。

答　
家
畜
の
飼
料
に
混
ぜ
る

薬
剤
の
製
造
で
あ
る
。

下
水
道
事
業

問　
受
益
者
負
担
金
の
不
能

欠
損
の
内
容
は
。ま
た
、最
高

額
は
。

答　
対
象
者
は
2
名
。
最
高

額
25
万
1
5
5
0
円
で
あ
る
。

問　
受
益
者
負
担
金
と
下
水

道
使
用
料
の
滞
納
状
況
は
。

答　
受
益
者
負
担
金
の
滞
納

者
数
は
、現
年
度
分
30
名
で
、

滞
納
繰
越
分
は
74
名
で
あ

る
。
下
水
道
使
用
料
の
滞
納

者
数
は
現
年
度
分
80
名
で
、

滞
納
繰
越
分
は
50
名
で
あ
る
。

問　
滞
納
解
消
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

答　
収
納
対
策
会
議
で
検
討

し
連
携
し
て
徴
収
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
額
が
多
い
場
合
は
、

分
納
誓
約
を
し
て
対
応
し
て

い
る
。

問　
前
納
報
奨
の
対
象
者
は
。

答　
1
3
5
名
中
92
名
が
一

括
前
納
に
よ
る
報
奨
金
の
対

象
者
で
あ
る
。

問　
一
括
前
納
以
外
の
報
奨

金
の
制
度
の
内
容
は
。

答　
20
回
の
分
割
払
い
を
基

本
と
し
、
前
納
の
回
数
に
応

じ
て
報
奨
金
の
割
合
が
決
ま

る
。
最
高
で
19
回
分
に
対
し

11
％
の
前
納
報
奨
金
が
交
付

さ
れ
、
回
数
が
減
る
ご
と
に

割
合
が
下
が
る
。
1
回
分
の

前
納
で
あ
れ
ば
2
%
が
報
奨

金
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。

問　
起
債
残
高
が
53
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
ピ
ー
ク
は
。

答　
32
年
度
で
、金
額
は
55
億

円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
設
備
基
金
を
充
当
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
。

答　
使
用
料
が
ス
ピ
ー
カ
ー

加
入
分
の
み
と
な
っ
た
た

め
、
そ
の
補
填
に
1
千
万
円

ほ
ど
使
用
す
る
予
定
。
残
額

は
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線

整
備
に
充
て
る
予
定
で
あ
る
。

委 員 長 報 告
付託された7特別会計決算について慎重に審査し、
その結果を委員長が本会議で報告した。

特別
会計

委
員
長
　
吉
川
ま
ゆ
み

総
務
産
業
常
任
委
員
会

建設進む新工場（ミヤリサン製薬㈱）

役目を終えるスピーカー
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国
民
健
康
保
険

問　
軽
減
世
帯
の
7
割
・
5

割
・
2
割
の
世
帯
数
は
。

答　
医
療
分
・
支
援
金
分
の

7
割
軽
減
は
4
8
3
世
帯
、

5
割
軽
減
は
3
2
5
世
帯
、

2
割
軽
減
は
2
8
1
世
帯
。介

護
分
の
7
割
軽
減
は
2
1
1

世
帯
、
5
割
軽
減
は
1
1
1

世
帯
、
2
割
軽
減
は
1
0
4

世
帯
で
あ
る
。

問　
収
入
未
済
に
つ
い
て
、

滞
納
最
高
額
は
。

答　
現
年
課
税
分
が
79
万

1
0
0
円
。
滞
納
繰
越
分
は

4
2
2
万
2
3
2
円
で
あ
る
。

問　
28
年
度
末
短
期
被
保

険
者
証
を
交
付
し
た
内
訳
と

窓
口
預
か
り
の
件
数
は
。

答　
短
期
被
保
険
者
証
の

交
付
は
56
件
で
、
内
訳
は
1

カ
月
が
52
件
、
3
カ
月
が
3

件
、
6
カ
月
が
1
件
で
あ
っ

た
。ま
た
、窓
口
預
か
り
は
9

件
で
あ
っ
た
。

問　
高
額
療
養
費
の
件
数

と
最
高
額
は
。

答　
一
般
被
保
険
者
分
の

高
額
療
養
費
は
2
4
8
9

件
で
、
最
高
額
は
5
7
9
万

8
8
6
0
円
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
退
職
被
保
険
者
分

の
高
額
療
養
費
は
1
2
0

件
で
、
最
高
額
は
3
5
8
万

6
6
6
0
円
で
あ
っ
た
。

問　
特
定
健
診
等
事
業
費

の
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
の
内

容
は
。

答　
人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
は

6
医
療
機
関
に
委
託
。
1
泊

2
日
57
名
、
日
帰
り
2
8
1

名
で
あ
る
。

委
員
長
　
柳
沢 

収

社
会
文
教
常
任
委
員
会

第 30 回福祉ふれあいのつどい

利用が広がる福祉車両

介
護
保
険

問　
介
護
保
険
料
の
収
納
率

は
上
が
っ
て
い
る
が
、
滞
納

額
の
多
い
人
へ
の
対
応
は
。

答　
一
括
は
難
し
い
の
で
分

納
に
な
る
。
長
期
化
し
な
い

よ
う
未
納
の
解
消
を
し
て
い

き
た
い
。
介
護
保
険
料
は
滞

納
整
理
機
構
に
移
管
で
き
な

い
。

問　
介
護
認
定
者
は
7
1
1

人
で
、
前
年
比
19
人
増
え
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
人
は
い
る
か
。

答　
69
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

後
期
高
齢
者
医
療

問　
保
険
料
の
う
ち
、
9
割

軽
減（
う
ち
特
例
軽
減
）、8
・

5
割
軽
減
、
5
割
軽
減
、
2
割

軽
減
の
人
数
は
。

答　
軽
減
者
数
の
内
訳
は

9
割
軽
減
7
9
9
人（
う
ち

特
例
軽
減
4
4
7
人
）、8
・

5
割
軽
減
5
0
5
人
、
5
割

用
し
て
い
な
い
。サ
ー
ビ
ス
の

受
給
率
は
90
・
3
%
と
な
っ

て
い
る
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、老
人
保
健
施
設
、療
養
型

医
療
施
設
の
入
所
者
の
状
況

は
。

答　
介
護
保
険
施
設
の
入
所

者
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
が
1
0
0
人
、
老
人
保
健

施
設
が
48
人
、
療
養
型
医
療

施
設
が
2
人
の
合
計
1
5
0

人
で
あ
る
。

軽
減
3
2
2
人
、
2
割
軽
減

3
0
0
人
で
あ
る
。

問　
1
人
当
た
り
医
療
費
の

額
と
県
下
の
順
位
は
。

答　
1
人
当
た
り
医
療
費
は

89
万
2
4
8
1
円
で
、
県
下

順
位
は
高
い
方
か
ら
5
番
目

で
あ
る
。
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問　
今
年
度
の
新
規
採
用
職

員
研
修
、
接
遇
研
修
及
び
若

手
会
議
の
取
り
組
み
状
況

は
。

町
長　
3
月
末
の
公
共
施
設

の
実
地
研
修
に
始
ま
り
、
企

業
の
町
の
職
員
と
し
て
、
坂

城
町
中
小
企
業
能
力
開
発
学

院
主
催
の
新
人
研
修
に
参
加

し
た
。そ
の
後
、6
月
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
参
加

し
、
9
月
に
も
参
加
を
予
定

し
て
い
る
。ま
た
、市
町
村
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催
の
研

修
を
前
期
・
後
期
に
分
け
て

実
施
し
た
。

総
務
課
長　
直
通
電
話
で
は

「
坂
城
町
役
場
、課
名
、個
人

名
」の
順
に
名
乗
っ
て
か
ら

の
対
応
を
心
掛
け
て
い
る
。

若
手
会
議
で
は
常
に
坂
城
町

役
場
職
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
話

さ
れ
、
頼
も
し
く
感
じ
て
い

る
。

  
医
療
の
充
実
と
は

問　
病
院
の
な
い
坂
城
町
に

お
け
る
医
療
の
充
実
と
は
。

福
祉
健
康
課
長　
公
的
に
医

療
の
充
実
度
合
い
を
測
る
尺

度
は
な
い
。

  

寄
り
添
う
自
治

問　
役
場
内
各
課
等
へ
の
直

通
電
話
番
号
の
P
R
を
。

総
務
課
長　
今
後
は
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
内
線
番

号
と
直
通
電
話
番
号
を
載

せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
す
る
。
回

線
の
増
設
は
考
え
て
い
な
い
。

柳　 沢　　　 収 議員 8 ページ

① 明るいまちへ
② 医療の充実とは
③ 寄り添う自治

入　日　時　子 議員 9 ページ

① びんぐし湯さん館について
② 健康な体づくりについて

山　㟢　正　志 議員 9 ページ

① 坂城高校存続への取り組みは

西　沢　悦　子 議員 10 ページ

① 公共施設等総合管理計画について
② がん対策について

朝　倉　国　勝 議員 10 ページ

① ワイナリー形成事業について
② 水田農業の振興策について
③ 妊婦の歯科検診について

吉　川　まゆみ 議員 11 ページ

① 婚活支援について
② 利用者のための公共交通とは
③ セカンドブック事業について

大　森　茂　彦 議員 11 ページ

① 国保の県への移行について
② 誰もが安心して暮らせる町に
③ 枯損木処理について

塚 田 正 平 議員 12 ページ

① 里山整備について
② 長野広域ごみ処理について

滝　沢　幸　映 議員 12 ページ

① 防災力向上に向けて
② 定住促進策について

中　 嶋　　　 登 議員 13 ページ

① 町内総合防災について
② 今後の消防団について

小宮山　定　彦 議員 13 ページ

① 特定健診と医療費について
② ワイナリー形成推進事業について

塚　 田　　　 忠 議員 14 ページ

① 道路用地について
② 森林税について

塩　入　弘　文 議員 14 ページ

① 介護保険制度はどうなるの
② 高齢者にやさしいまちを

質問項目ここが聞きたい！
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

未来を託す職員研修

充実させる

明
る
い
町
に

柳沢　収  議員

新人研修に参加（中小企業能力開発学院）
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問　
湯
さ
ん
館
の
障
が
い
者

割
引
は
1
0
0
円
だ
が
、上

田
市
は
半
額
で
あ
り
、
千
曲

市
の
白
鳥
園
も
身
体
障
害
者

手
帳
1
か
ら
3
級
と
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
・
2

級
の
市
民
は
無
料
で
、そ
れ
以

外
の
障
が
い
者
は
3
5
0
円

で
あ
る
。

　

町
長
は
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
定
期
総
会
で
、
湯
さ
ん

館
の
割
引
に
つ
い
て「
半
額

以
下
か
無
料
に
す
る
よ
う

検
討
す
る
」と
祝
辞
で
述
べ

た
。い
つ
か
ら
、ど
の
よ
う
な

割
引
に
な
る
の
か
。

町
長　
24
年
か
ら
介
助
者
2

名
を
含
め
2
割
引
き
の
4
0
0

円
に
し
て
い
る
。
30
年
1
月

か
ら
介
助
者
2
名
を
含
め
半

額
と
す
る
。

問　
消
防
団
員
も
団
員
カ
ー

ド
の
提
示
で
1
0
0
円
引
き

に
な
る
が
、
町
の
消
防
団
員

へ
の
感
謝
と
応
援
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
湯
さ
ん
館
の
入

館
料
を
無
料
に
で
き
な
い

か
。

町
長　
団
員
カ
ー
ド
を
提
示

し
た
人
を
含
め
て
5
人
ま
で

1
0
0
円
引
き
に
し
て
い

る
。
現
行
制
度
の
P
R
を
図

り
、
よ
り
多
く
の
消
防
団
員

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
分
団
等
で
利
用
す
る
際

の
メ
ニ
ュ
ー
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

研
究
し
た
い
。

問　
4
月
か
ら
9
月
は
営
業

時
間
を
朝
9
時
か
ら
夜
10
時

に
延
長
で
き
な
い
か
。

町
長　
現
状
の
体
制
で
は
難

し
い
。

問　
今
回
の
県
立
高
校
再
編

に
お
い
て
は
、
坂
城
高
校
は

存
続
の
方
向
で
あ
る
。

　

14
年
後
に
は
少
子
化
に
よ

り
、
旧
第
4
通
学
区
の
中
学

卒
業
予
定
者
が
、
4
7
5
人

減
少
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

出
て
い
る
。
単
純
に
40
人
学

級
12
ク
ラ
ス
分
に
相
当
す

る
。10
年
、20
年
先
に
押
し
寄

せ
て
来
る
第
3
波
、
第
4
波

の
大
波
か
ら
坂
城
高
校
を
守

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方

策
を
考
え
て
い
く
か
。

町
長　

10
年
、
20
年
先
に
つ

い
て
は
何
と
も
言
え
な
い

が
、
坂
城
高
校
は
町
に
と
っ

て
も
重
要
な
高
校
で
あ
り

「
坂
城
高
校
を
発
展
さ
せ
る

会
」な
ど
と
の
連
携
を
図
り
、

存
続
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

問　
旧
第
3
・
5
・
6
通
学

区
に
は
、長
野
工
業
高
校
、上

田
千
曲
高
校
、
佐
久
平
総
合

技
術
高
校
に
工
業
科
が
あ
る

が
、
旧
第
4
通
学
区
の
高
校

に
は
工
業
科
が
な
い
。
工
業

の
町
と
し
て
、
坂
城
高
校
の

工
業
科
併
設
に
向
け
て
の
考

え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
I
T

を
活
用
し
た
学
校
へ
の
支
援

の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
工
業
科
併
設
や
I
T

の
活
用
と
い
う
よ
り
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
観
点
よ
り
、
総

合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
で
あ
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
な

ど
農
業
関
係
に
対
す
る
取
り

組
み
も
、
今
後
の
展
望
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

湯さん館

障
が
い
者
割
引
拡
大
を

半
額
に
す
る

工業科併設、IT活用は

総合的に取り組む

坂
城
高
校

利用者の拡大を

地域高校として充実を

入日　時子  議員

山﨑　正志  議員
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問　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と

な
る
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
と
今
後
の
計
画
は
。

町
長　
人
口
減
少
や
施
設
の

利
用
需
要
の
変
化
に
対
応

し
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
を
進
め
、
財
政
負
担
の

軽
減
と
最
適
な
配
置
を
目
指

す
計
画
で
あ
る
。

　

42
年
度
ま
で
の
14
年
間

で
、
公
共
建
築
物
の
施
設
保

有
量
10
％
削
減
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
個
別
施
設
計
画
を
進

め
る
。

問　
30
年
度
よ
り
個
別
施
設

計
画
に
入
る
た
め
に
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
を
予
定
し

て
い
る
が
、そ
の
方
法
は
。

企
画
政
策
課
長　
基
礎
調
査

業
務
と
し
て
、
住
民
向
け
冊

子
の
作
成
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
に
つ
い
て
、
長
野

大
学
に
業
務
委
託
し
、
住
民

と
の
合
意
形
成
を
図
る
。
参

加
対
象
者
は
、
施
設
利
用
者

で
、
ま
ず
意
識
改
革
の
機
会

と
し
、
そ
の
後
は
有
識
者
の

検
討
も
加
え
た
い
。
12
月
開

催
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

問　
計
画
の
中
で
、
速
や
か

に
解
体
す
る
と
し
た
旧
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
と
南
条
集
会

所
の
取
り
扱
い
は
。

企
画
政
策
課
長　
旧
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
、
31
年
度
解

体
の
計
画
で
、
今
年
度
創
設

の
有
利
な
起
債
の
対
象
に
な

る
。
南
条
集
会
所
は
児
童
館

建
設
に
合
わ
せ
、
今
年
度
解

体
の
予
定
で
あ
る
。

問　
米
価
の
下
落
が
進
み
水

田
農
業
は
大
変
厳
し
い
環
境

の
中
、
当
町
で
は
大
規
模
農

家
が
耕
作
地
の
約
半
数
以
上

を
占
め
て
い
る
。
何
か
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
起
こ
る
と
大
変

な
事
態
が
予
測
さ
れ
る
。
町

と
し
て
、
水
田
農
業
振
興
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

産
業
振
興
課
長　
米
価
の
下

落
が
続
く
中
で
の
水
田
農
業

経
営
は
大
変
厳
し
い
。
経
営

の
安
定
化
に
は
、
農
地
の
集

積
・
集
約
化
、
賃
借
料
の
平

準
化
、
新
技
術（
直
播
栽
培
）

の
導
入
、
飼
料
米
栽
培
等
、

地
域
・
J
A
・
町
の
三
者
が

連
携
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
が
重
要
と
考
え

る
。
町
の「
農
業
再
生
協
議

会
」を
中
心
に
、
国
の
産
地

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
振

興
策
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

 

ワ
イ
ナ
リ
ー
形
成
事
業
は

問　
栽
培
試
験
の
結
果
は
。

町
長　
赤
系
は
カ
ベ
ル
ネ
・

ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
、
白
系
は

リ
ー
ス
リ
ン
グ
が
ブ
ラ
ン
ド

化
に
有
望
と
思
う
。

問　
小
規
模
ワ
イ
ナ
リ
ー
向

け
の
醸
造
機
器
を
町
内
企
業

の
協
力
で
開
発
す
る
考
え
は
。

町
長　

町
内
の
工
業
技
術
、

匠
の
技
を
生
か
し
、
ワ
イ
ン

醸
造
、
ジ
ュ
ー
ス
加
工
の
機

器
開
発
に
つ
い
て
企
業
と
相

談
し
た
い
。

 

妊
婦
の
歯
科
検
診
導
入
を

問　
妊
娠
中
の
歯
周
病
は
疾

病
の
原
因
と
な
る
。
導
入
の

検
討
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　
前
向

き
に
検
討
す
る
。

個別施設計画は

ワークショップを開催

公
共
施
設

農業振興  

水
田
農
業
経
営
安
定
化

　
　
　
　
　
　
　 

対
策
を

地
域
連
携
に
よ
り
推
進

跡地利用を工夫（旧学校給食センター）

厳しい水田農業経営

西沢　悦子  議員

朝倉　国勝  議員
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問　
循
環
バ
ス
の
利
用
状
況

は
。

建
設
課
長　
26
年
度
は
2
万

1
7
0
5
人
で
、1
日
平
均
74

人
。27
年
度
は
1
万
8
8
2
4

人
で
、
1
日
平
均
64
人
。
28
年

度
は
1
万
8
3
7
4
人
で
、

1
日
平
均
62
人
で
あ
る
。

問　
実
情
は
利
用
者
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。「
買
い
物
に

行
く
の
に
利
用
す
る
が
、
帰

り
の
時
間
が
う
ま
く
合
わ
な

い
の
で
タ
ク
シ
ー
を
頼
む
こ

と
に
な
る
」と
聞
く
が
、ニ
ー

ズ
調
査
後
改
善
し
た
点
は
。

建
設
課
長　
4
月
か
ら
日
名

沢
、北
日
名
、南
日
名
間
で
路

線
上
の
ど
こ
か
ら
で
も
乗
車

が
可
能
と
な
る「
ど
こ
で
も

ノ
レ
ー
ル
」の
社
会
実
験
を

実
施
し
、喜
ば
れ
て
い
る
。

問　
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
地
域

の
実
情
に
即
し
た
デ
マ
ン
ド

交
通
導
入
へ
の
考
え
は
。

建
設
課
長　
デ
マ
ン
ド
交
通

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
目
的
地
ま

で
短
時
間
で
着
く
。ま
た
、戸

口
か
ら
戸
口
へ
の
輸
送
が
可

能
で
、
高
齢
者
に
優
し
い
輸

送
手
段
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
予

約
が
必
要
で
あ
る
。
車
両
が

小
型
の
た
め
、
一
度
に
乗
車

で
き
る
人
数
が
制
限
さ
れ

る
。ま
た
、受
付
セ
ン
タ
ー
や

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
必
要
に
な

る
。

　

当
面
、
現
状
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
2
台
体
制
の
維
持
を
基

本
に
、
新
た
に
始
め
た
運
行

や
支
援
な
ど
の
充
実
を
図

り
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
か

ら
も
利
用
し
や
す
い
運
行
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

問　
第
5
期
障
害
福
祉
計
画

は
30
年
度
か
ら
32
年
度
の

3
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
、
自
立
生
活
援
助
・
就
労

定
着
支
援
の
2
つ
の
サ
ー
ビ

ス
が
創
設
さ
れ
、
重
度
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
先
が

拡
大
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ど

ん
な
内
容
か
。

福
祉
健
康
課
長　
自
立
生
活

援
助
は
、
施
設
を
出
て
1
人

暮
ら
し
を
始
め
る
障
が
い
者

を
定
期
的
に
訪
問
し
、
日
常

生
活
な
ど
を
支
援
。
重
度
訪

問
介
護
で
は
、
障
害
支
援
区

分
が
6
で
重
度
訪
問
介
護
を

受
け
て
い
る
人
が
病
院
に
入

院
し
た
時
、
障
が
い
者
が
そ

れ
ぞ
れ
必
要
と
す
る
介
護
特

性
を
入
院
先
で
も
継
続
し
て

保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
町
で
は
第
5
期
計
画
で

こ
れ
ら
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

を
見
込
み
量
に
加
え
て
策
定

し
て
い
き
た
い
。

問　
障
害
の
あ
る
人
が
65
歳

に
な
る
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
移
行
さ
せ
ら
れ
、
サ
ー
ビ

ス
が
切
り
下
げ
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
。状
況
は
ど
う
か
。

福
祉
健
康
課
長　
26
年
度
は

17
人
の
う
ち
1
人
、
27
年
度

は
22
人
の
う
ち
1
人
、
28
年

度
は
26
人
の
う
ち
3
人
が
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
不
足
分
に
つ

い
て
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
上
乗
せ
し
て
い
る
。
利
用

者
の
意
向
や
状
況
を
踏
ま
え

て
適
切
な
運
用
を
し
て
い
る
。

地域の足

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
を

現
状
の
循
環
バ
ス
体
制
で

どんな内容になるか

サービスが拡充される

障
害
福
祉
計
画

どこまで実現したか、障害福祉計画

小諸市のデマンド交通

吉川　まゆみ  議員

大森　茂彦  議員
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問　
近
年
、
雨
の
降
り
方
は

局
地
化
、集
中
化
、激
甚
化
し

て
お
り
、
ま
す
ま
す
地
域
住

民
、自
主
防
災
会
、消
防
団
、

行
政
と
の
情
報
網
の
強
化
と

連
携
、
迅
速
な
行
動
が
求
め

ら
れ
る
。
昨
年
度
改
訂
さ
れ

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
い

て
、防
災
へ
の
対
応
は
。

町
長　
改
訂
版
は
千
曲
川
や

た
め
池
決
壊
に
よ
る
浸
水
想

定
区
域
な
ど
を
新
た
に
取
り

込
み
、
広
範
囲
の
区
域
が
浸

水
区
域
と
な
っ
た
。

　

自
助
、
共
助
を
基
本
と
し

て
、
地
域
防
災
力
向
上
の
た

め
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い

る
。
地
図
を
囲
み
地
域
の
情

報
を
共
有
し
、
災
害
対
策
の

実
践
講
座
、
避
難
所
運
営
講

座
等
あ
り
、
防
災
活
動
の
一

環
と
し
て
活
用
さ
れ
た
い
。

　

現
在
、
防
災
対
策
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

整
備
工
事
を
進
め
て
い
る
。

今
年
度
中
を
目
途
に
戸
別
受

信
機
を
全
戸
無
償
貸
与
す

る
。

 

U
タ
ー
ン
促
進
に
向
け
て

問　
高
等
教
育
を
終
え
、町
に

定
住
し
た
場
合
、学
資
ロ
ー
ン

の
返
済
を
補
助
す
る
制
度
の

導
入
を
。

教
育
文
化
課
長　
今
後
、新
た

な
制
度
に
つ
い
て
は
、
実
施

し
て
い
る
市
町
の
状
況
を
見

る
中
で
研
究
す
る
。

防災力向上
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
点
は

千
年
に
一
度
の
降
雨
を
想
定

満杯の砂防堰堤（胡桃沢）

問　
町
の
面
積
の
68
％
を
占

め
る
里
山
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
多
面
的
機
能
を
有

す
る
緑
の
資
源
で
あ
る
。
森

林
原
野
化
し
た
耕
作
放
棄
地

は
、
野
生
鳥
獣
の
温
床
と
森

林
整
備
の
足
か
せ
で
あ
る
。

　

非
農
地
化
と
間
伐
事
業
の

状
況
、
森
林
税
に
よ
る
森
林

整
備
は
。

産
業
振
興
課
長　
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
実
施
に
よ
り
、
28
年
度

は
再
生
困
難
な
農
地
2
4
3
ha

の
う
ち
一
部
山
間
地
の
非
農
地

化
を
進
め
た
。
23
年
度
か
ら

5
年
間
の
搬
出
間
伐
の
実
績

は
目
標
の
93
％
。
森
林
づ
く

り
支
援
金
に
よ
る
松
く
い
虫

伐
倒
駆
除
な
ど
里
山
整
備
を

し
た
。

  

長
野
広
域
ご
み
処
理

問　
ご
み
減
量
化
と
B
焼
却

施
設
の
建
設
計
画
と
稼
動
の

遅
れ
に
よ
る
影
響
は
。

住
民
環
境
課
長　
ご
み
有
料

化
後
は
増
減
を
繰
り
返
し
減

少
傾
向
で
あ
る
。

　

28
年
度
は
、
自
治
区
な
ど

の「
ご
み
減
量
と
資
源
化
の

懇
談
会
」の
開
催
も
あ
り
、1

1
5
t
の
減
。
事
業
系
ご
み

は
I
S
O
、エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

等
、
職
場
環
境
の
改
善
に
よ

り
減
少
し
た
。

町
長　
千
曲
市
に
建
設
さ
れ

る
B
焼
却
施
設
の
30
年
度

稼
動
が
大
幅
に
遅
れ
る
見
通

し
で
あ
り
、
29
年
度
の
基
本

計
画
を
経
て
、
32
年
度
中
の

稼
動
を
目
指
し
て
い
る
。
遅

れ
に
よ
る
ご
み
処
理
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い

よ
う
考
え
る
。

　

廃
炉
後
は
葛
尾
組
合
と
し

て
後
利
用
等
を
協
議
し
て
い

く
。

森林整備と森林税は

団地化による搬出間伐

里
山
整
備

廃炉待つ葛尾組合の煙突

塚田　正平  議員

滝沢　幸映  議員
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問　
当
町
の
特
定
健
診
受
診

率
と
特
定
保
健
指
導
実
施
率

は
。ま
た
、県
内
77
市
町
村
で

の
順
位
は
。

福
祉
健
康
課
長　
27
年
度
確

定
値
で
受
診
率
は
54
・
1
％
、

県
内
順
位
は
26
位
。
保
健
指

導
実
施
率
は
79
・
7
％
で
19

位
で
あ
る
。

問　
1
人
当
た
り
医
療
費
の

額
お
よ
び
県
内
順
位
は
。

福
祉
健
康
課
長　
28
年
度
速

報
値
で
39
万
9
1
0
7
円
、県

内
7
番
目
に
高
い
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
県
全
体
の
平

均
に
比
べ
、
1
人
当
た
り
5

万
4
千
円
ほ
ど
高
い
。

問　
特
定
健
診
の
受
診
料
の

自
己
負
担
分
は
、
当
町
に
お
い

て
は
集
団
健
診
で
も
2
5
0
0

円
で
あ
り
、ほ
と
ん
ど
県
下
一

高
額
で
あ
る
。

　

受
診
率
が
目
標
の
65
％
に

達
し
た
と
し
て
、
無
料
に
し

た
場
合
と
千
円
に
し
た
場

合
、
財
政
的
負
担
増
は
ど
の

く
ら
い
か
。

福
祉
健
康
課
長　
27
年
度
の

健
診
実
績
の
数
値
に
よ
り
試

算
す
る
と
、
無
料
に
し
た
場

合
2
6
0
万
円
、千
円
に
し
た

場
合
は
1
7
0
万
円
の
負
担

増
に
な
る
。

問　
当
町
の
保
険
給
付
費
約

12
億
円
に
比
べ
て
わ
ず
か
な

負
担
増
で
あ
る
。
自
己
負
担

分
を
無
料
に
す
る
こ
と
で
受

診
勧
奨
は
容
易
に
な
る
。
健

康
寿
命
延
伸
や
医
療
費
の
削

減
の
た
め
、
ま
ず
は
無
料
に

し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
国
保
特
別
会
計
の
予

算
編
成
過
程
に
お
い
て
総
合

的
に
判
断
す
る
。

特定健診

受
診
料
の
無
料
化
を

総
合
的
に
判
断
す
る

今年最後の特定健診（集団健診）は
12 月 10 日〜 11 日

問　
議
会
報
告
会
が
10
回
目

を
迎
え
、
町
民
に
定
着
し
て

き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

安
心
カ
プ
セ
ル
の
話
が
2

会
場
か
ら
出
さ
れ
、
だ
い
ぶ

町
民
に
も
普
及
し
て
き
た
。

区
内
で
各
世
帯
へ
の
設
置
状

況
の
確
認
、
配
付
時
の
説
明

の
徹
底
、
安
心
カ
ー
ド
の
更

新
の
呼
び
掛
け
を
行
う
四
ツ

屋
方
式
も
含
め
、
今
後
町
の

対
応
は
。

企
画
政
策
課
長　
全
町
配
付

の
要
望
を
受
け
る
中
で
、
27

区
の
自
主
防
災
会
等
に
よ
り

約
5
1
0
0
世
帯
に
導
入
さ

れ
た
。
四
ツ
屋
区
の
活
動
を

参
考
に
し
た
い
と
い
う
区
も

出
て
き
て
い
る
が
、
全
区
一

律
に
は
で
き
な
い
。

　

町
と
し
て
は
区
長
会
な
ど

を
通
じ
、
各
世
帯
へ
の
設
置

状
況
の
確
認
、
配
付
時
の
説

明
の
徹
底
等
働
き
掛
け
を

行
っ
て
い
く
。

 

今
後
の
消
防
団
に
つ
い
て

問　
消
防
団
の
近
況
は
。

町
長　
7
月
30
日
に
開
催
さ

れ
た
第
59
回
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
大
会
に
、
埴
科
代
表
と

し
て
第
2
分
団
が
出
場
し
、

見
事
に
5
位
入
賞
を
果
た

し
た
。
27
年
ぶ
り
の
快
挙
で

あ
っ
た
。

問　
消
防
団
員
が
冬
の
火
災

に
出
動
し
た
後
な
ど
は
、
体

の
芯
ま
で
冷
え
て
い
る
の
で
、

無
料
で
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館

の
利
用
が
で
き
な
い
か
。

町
長　
団
員
が
湯
さ
ん
館
を

使
っ
て
懇
親
会
な
ど
を
行

う
時
に
は
、
例
え
ば
割
引
の

セ
ッ
ト
な
ど
を
考
え
て
い
き

た
い
。

安心カプセルの普及は

約5100世帯導入

総
合
防
災

団員募集中

中嶋　登  議員

小宮山　定彦  議員
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問　
30
年
以
上
前
に
町
道
拡

幅
事
業
が
、
各
地
区
で
行
わ

れ
た
。
町
か
ら
道
路
用
地
代

金
お
よ
び
塀
の
移
設
補
償
を

受
け
て
い
る
が
、
土
地
分
筆

登
記
が
さ
れ
ず
一
部
通
行
に

支
障
を
来
し
て
い
る
。
今
後

分
筆
登
記
は
ど
う
な
る
の
か
。

建
設
課
長　
指
摘
箇
所
は
昭

和
57
年
に
区
長
よ
り
地
域
地

権
者
の
同
意
書
を
添
え
、
町

単
補
助
事
業
が
申
請
さ
れ
た

が
、道
路
用
地
、移
転
、工
事

費
に
関
わ
る
資
料
が
見
つ
か

ら
な
い
。
当
時
は
担
当
職
員

が
測
量
を
行
い
、
登
記
事
務

を
進
め
て
い
た
。

　

平
成
17
年
に
不
動
産
登
記

法
が
大
き
く
変
わ
り
、
現
在

は
土
地
家
屋
調
査
士
等
有
資

格
者
に
委
託
し
登
記
事
務
を

行
っ
て
い
る
。

　

大
き
な
経
費
が
必
要
な
た

め
、
今
後
国
土
調
査
実
施
の

際
、
合
わ
せ
て
再
度
測
量
を

し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
行

い
た
い
。

  
森
林
税
に
つ
い
て

問　
森
林
税
の
使
途
範
囲
を

広
げ
、
当
町
の
区
有
林
整
備

に
も
補
助
を
。

産
業
振
興
課
長　
集
め
ら
れ

た
税
の
う
ち
、
約
2
割
が
森

林
づ
く
り
推
進
支
援
金
と
し

て
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
。

　

森
林
税
の
使
途
に
つ
い
て

は「
森
林
づ
く
り
推
進
支
援

金
事
業
実
施
要
領
」に
定
め

ら
れ
た
事
業
に
限
定
さ
れ
、

従
来
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た

森
林
の
手
入
れ
は
認
め
ら
れ

な
い
。

町道拡幅

分
筆
未
登
記
地
の
扱
い
は

国
調
と
合
わ
せ
て
行
う

森林整備事業後荒れた作業道（上五明区）

塚田　忠  議員

問　
5
月
に
介
護
保
険
法
が

改
正
さ
れ
た
。内
容
は
、利
用

料
の
負
担
が
増
え
た
こ
と
。

介
護
認
定
率
を
低
く
抑
え
る

こ
と
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
を
減
ら
す
こ
と
。
そ
の
た

め
住
民
主
体
の
助
け
合
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
強
化
す
る
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

目
標
達
成
に
頑
張
っ
た
市
町

村
に
は
多
く
の
財
政
援
助
を

し
て
競
争
さ
せ
る
。
こ
の
よ

う
な
改
正
を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
な
い
た
め
、
町
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

の
状
況
は
ど
う
か
。

福
祉
健
康
課
長　
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
に
20
名
が
参
加
し
、

18
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、公
民
館
、老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
活
躍
し
て
い
る
。

 

ご
み
収
集
所
の
見
直
し
を

問　
高
齢
化
で
、ご
み
出
し
も

大
変
に
な
っ
て
い
る
。
特
に

国
道
や
産
業
道
路
を
横
断
す

る
の
は
危
険
だ
。
住
民
の
要

望
を
受
け
止
め
、
区
と
も
協

力
し
て
、
新
た
に
設
置
が
必

要
な
箇
所
は
認
め
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

鼠
地
区
で
は
、
死
亡

事
故
も
あ
っ
た
の
で
す
ぐ
に

対
応
し
た
。
他
の
地
区
で
も

弾
力
的
に
進
め
た
い
。

住
民
環
境
課
長　
住
民
の
要

望
で
、
区
と
し
て
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
設
置
す
る
方
向
で

考
え
た
い
。た
だ
し
、ご
み
収

集
車
が
通
行
で
き
る
等
の
条

件
は
必
要
だ
。

法改正でサービスは

低下させないため検討

介
護
保
険

塩入　弘文  議員

ごみステーション（金井区）
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早く出ておいで（南条保育園運動会）

問　
土
地
売
払
収
入
の
内
容

は
。　

答　
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス
の

事
業
用
地
と
し
て
、
町
名
義

の
共
有
地
を
売
却
し
た
用
地

代
で
あ
る
。

問　
有
害
鳥
獣
の
侵
入
防
止

柵
は
ど
こ
へ
設
置
す
る
の
か
。

ま
た
、未
設
置
地
区
の
被
害
は

増
え
て
い
る
か
。

答　
小
網
地
区
の
4
箇
所
、

3
9
5
メ
ー
ト
ル
に
設
置
す

る
計
画
で
あ
る
。未
設
置
の
地

域
で
被
害
が
急
激
に
増
え
た

と
い
う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　
南
条
小
学
校
教
育
振

興
費
の
備
品
購
入
費
の
内
容

は
。

答　
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
等
の

　

昨
年
4
月
の「
農
業
委
員

会
法
」改
正
に
伴
い
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
、
従
来
選

挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
て
い

た
農
業
委
員
に
つ
い
て
、
広

く
推
薦
、
公
募
を
求
め
た
上

で
、
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
が
任
命
す
る
選
任
制
に
改

め
る
と
共
に
、
農
地
利
用
の

最
適
化
に
向
け
て「
農
地
利

楽
器
を
購
入
す
る
も
の
。

問　
坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史

館
の
修
繕
の
内
容
は
。

答　
屋
根
瓦
の
ひ
び
割
れ
等

破
損
し
て
い
る
部
分
を
修
繕

す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
古
文
書
閲
覧
室
整
備
費

（
文
化
財
保
護
一
般
経
費
）の

内
容
と
古
文
書
の
状
況
は
。

答　
B
Ⅰ
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル

右
側
の
研
究
室
を
閲
覧
室
と

し
て
活
用
す
る
た
め
の
工
事

費
と
、閲
覧
用
の
椅
子
、机
等

の
備
品
購
入
費
で
あ
る
。

　

古
文
書
に
つ
い
て
は
、現
在

10
件
の
目
録
が
整
備
済
み
で
、

8
0
9
9
件
の
見
出
し
の
中

で
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

用
最
適
化
推
進
委
員
」を
新

設
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
員

は
農
業
委
員
が
14
名
以
内
、

推
進
委
員
は
8
名
以
内
と
す

る
。

問　
公
選
制
か
ら
選
任
制
に

変
わ
っ
て
、農
業
者
の
利
益
を

守
れ
る
か
。

答　
選
任
制
に
な
っ
て
も
、

農
業
関
係
者
が
選
任
さ
れ
る

　総額1億4779万3千円を追加する一般会計補正予

算（第3号）を、原案のとおり可決した。歳入の主なも

のは地方交付税、土地売払収入、町債（借入金）、前年

度繰越金。歳出の主なものは今後負担増が見込まれ

る広域行政事業基金への積立金、鼠区環境整備等補

助金、古文書閲覧室整備費などである。

　また、農業委員会に関する条例の制定、福祉医療費

給付金条例の一部改正、南条児童館建設工事請負契

約の締結について、それぞれ原案のとおり可決した。

■
人
権
擁
護
委
員

　
　

小
山
　
み
つ
江
　
氏（
鼠
）

　

塚
田
安
紀
子
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
適

任
と
し
た
。
町
が
議
会
に
意
見
を
聞
き
法
務
大
臣
に
推
薦

す
る
も
の
で
、任
期
は
3
年
。

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

玉
木
　
守
二
　
氏（
上
五
明
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
任
に
つ
い
て
同
意
し
た
。
任
期

は
3
年
。

■
千
曲
市
・
坂
城
町
等
公
平
委
員
会
委
員

　
　

山
崎
　
典
久
　
氏（
長
野
市
）

　

西
澤
正
人
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
同
意

し
た
。任
期
は
4
年
。

人
　
事

第3回定例会　議案審議

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

農
業
委
員
が
選
任
制
に

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
改

廃
と
い
う
視
点
か
ら
中
立
の

立
場
も
必
要
で
あ
る
。

問　
従
来
の
農
業
会
議
所
は

廃
止
と
な
る
の
か
。

答　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
に

改
名
し
存
続
し
て
い
く
。

　

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医

療
費
窓
口
無
料
化
に
つ
い

て
、
来
年
8
月
の
診
療
分
か

　

南
条
小
学
校
隣
接
地
に
建

設
す
る
南
条
児
童
館
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
。

　

内
容
は
児
童
館
と
あ
ず
ま

や
の
建
設
工
事
、
述
べ
床
面
積

3
7
2
㎡
及
び
そ
の
他
外
構

ら
の
実
施
に
向
け
て
必
要
な

改
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

工
事
、
既
存
建
物
解
体
工
事

で
、金
額
は
8
4
2
4
万
円
、

契
約
の
相
手
方
は「
中
信
建

設
株
式
会
社
坂
城
営
業
所
」。

工
期
は
30
年
3
月
15
日
ま
で

で
あ
る
。

医
療
費
窓
口
無
料
化

南
条
児
童
館
建
設
工
事
請
負
契
約
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第3回 定例会（9月）の審議結果
（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）

小
宮
山
定
彦

朝
倉　

国
勝

柳
沢　
　

収

滝
沢　

幸
映

吉
川
ま
ゆ
み

塩
入　

弘
文

塚
田　

正
平

山
㟢　

正
志

中
嶋　
　

登

大
森　

茂
彦

入
日　

時
子

塚
田　
　

忠

西
沢　

悦
子

塩
野
入　

猛

条 例 坂城町農業委員会に関する条例
の制定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○

議　
　

長　
　

職

平成28年度
歳 入 歳 出
決算の認定

国民健康保険特別会計
○
賛成
討論

○ ○ ○ ○ ×
反対
討論

○ ○ ○ × ○ ○ ○

請 願

「義務教育費国庫負担制度」の堅
持を求める請願 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国の責任による 35 人学級推進
と、教育予算の増額を求める請願 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

組織的な犯罪の処罰及び犯罪収益の
規制等に関する法律等の一部を改正
する法律（テロ等組織犯罪準備罪法な
る『共謀罪法』）の廃止を求める請願

○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

陳 情

国連の「核兵器禁止条約」に調印・
批准するよう日本政府に求める陳情 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

日本政府に国連「核兵器禁止条
約」への賛同と批准を求める意
見書の提出に関する陳情

○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

意 見 書

改正組織犯罪処罰法「テロ等準
備罪法」の廃止を求める意見書

○ ×
反対
討論

○ × × ○
賛成
討論

○ ○ ○ ○ ○ × ○

「核兵器禁止条約」に賛同し批准
することを求める意見書

○ × × ×
反対
討論

× ○ ○ ○ ○ ○
賛成
討論

○ × ○

（1）専決処分
 ① 平成29年度一般会計補正予算（第2号）
 ② 和解及び損害賠償額の決定

（2）人事　
 ① 人権擁護委員の推薦
 ② 固定資産評価審査委員会委員の選任
 ③ 千曲市・坂城町等公平委員会委員の選任

（3）平成28年度歳入歳出決算の認定
 ① 一般会計
 ② 有線放送電話特別会計
 ③ 同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計
 ④ 工業地域開発事業特別会計
 ⑤ 下水道事業特別会計
 ⑥ 介護保険特別会計
 ⑦ 後期高齢者医療特別会計

（4）条例等
 ① 福祉医療費給付金条例の一部改正
 ② 南条児童館建設工事請負契約の締結

（5）平成29年度予算
 ① 一般会計補正予算（第3号）
 ② 一般会計補正予算（第4号）
 ③ 有線放送電話特別会計補正予算（第1号）
 ④ 国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
 ⑤ 同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算（第1号）
 ⑥ 下水道事業特別会計補正予算（第1号）
 ⑦ 介護保険特別会計補正予算（第1号）

（6）意見書
 ① 義務教育費国庫負担制度の堅持を求める意見書
 ② 国の責任による35人学級推進と教育予算の

増額を求める意見書

１ 賛否が分かれた議案

2 全会一致で可決された議案

3 全会一致で否決された議案……なし
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7月
4
日
・
10
日
・
13
日

4
日

6
日

7
日

11
日

12
日

14
日

18
日
〜
19
日

18
日

19
日

20
日

21
日

25
日
・
26
日
・
28
日

26
日

27
日

　
　
　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

介
護
保
険
運
営
協
議
会

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
管
内
視
察

新
国
道
上
田
篠
ノ
井
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
理
事
会
・
総
会

長
野
広
域
連
合
議
会
福
祉
環
境
委
員
会

坂
城
駅
周
辺
活
性
化
特
別
委
員
会

葛
尾
組
合
議
会
臨
時
会

千
曲
坂
城
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

 

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
行
政
視
察

長
野
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

議
会
運
営
委
員
会
、議
会
全
員
協
議
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調
査
）

長
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　

第
10
回
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　

決
算
審
査

町
例
月
現
金
出
納
検
査

町
土
地
開
発
公
社
理
事
会

8月
1
日

2
日

4
日

7
日

8
日

17
日

18
日

23
日

24
日

25
日

28
日

決
算
審
査

県
道
上
室
賀
坂
城
停
車
場
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

議
会
改
革
等
特
別
委
員
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調
査
）

新
国
道
上
田
篠
ノ
井
間
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
活
動

新
日
本
婦
人
の
会
坂
城
支
部
陳
情

長
野
県
教
職
員
組
合
坂
城
町
単
位
組
合
請
願

議
会
全
員
協
議
会

町
商
工
業
振
興
審
議
会

憲
法
9
条
を
守
る
坂
城
町
の
会
請
願

坂
城
町
平
和
委
員
会
陳
情

町
例
月
現
金
出
納
検
査

議
会
運
営
委
員
会

9月
4
日
〜
22
日

4
日
・
26
日

22
日

25
日

26
日

27
日

29
日

　
　
　

9
月
議
会
定
例
会

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

東
京
都
檜
原
村
議
会
視
察
来
町

町
例
月
現
金
出
納
検
査

町
村
議
会
議
長
会
政
務
調
査
部
会

全
国
議
会
広
報
研
修
会

議 会 日 誌 （主なもの）

請願・陳情審査結果一覧
件　　名 提　　出　　者 付託常任委員会 審査結果

請
　
願

「義務教育費国庫負担制度」の
堅持を求めることについて

長野県教職員組合坂城町単位組合
執行委員長　森川　　篤
紹 介 議 員　大森　茂彦

社会文教 採　択
意見書提出

国の責任による35人学級推進
と、教育予算の増額を求めるこ
とについて

長野県教職員組合坂城町単位組合
執行委員長　森川　　篤
紹 介 議 員　大森　茂彦

社会文教 採　択
意見書提出

組織的な犯罪の処罰及び犯罪
収益の規制等に関する法律等
の一部を改正する法律（テロ等
組織犯罪準備法なる『共謀罪
法』）の廃止を求めることにつ
いて

憲法9条を守る坂城町の会
共同代表　横田　雄一

栁澤　　澄
紹介議員　塩入　弘文

入日　時子

総務産業 採　択
意見書提出

陳
　
情

国連の「核兵器禁止条約」に調
印・批准するよう日本政府に
求めることについて

新日本婦人の会坂城支部
支部長　片桐あい子 総務産業 採　択

意見書提出

日本政府に国連「核兵器禁止条
約」への賛同と批准を求める意見
書の提出に関することについて

坂城町平和委員会
会　長　竹内　良一 総務産業 採　択

意見書提出
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総
務
産
業
常
任
委
員
会
は
、

8
月
7
日（
月
）日
精
樹
脂
工

業
㈱
、
さ
か
き
地
場
産
直
売
所

「
あ
い
さ
い
」、
味
ロ
ッ
ジ
㈱
の

3
社
を
視
察
研
修
し
た
。

　

日
精
樹
脂
工
業
㈱
で
は
、
今

年
10
月
に
創
業
70
周
年
を
迎

え
る
会
社
の
現
況
と
将
来
に

向
け
た
課
題
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
今
年
の
売
上
高
は

3
6
7
億
3
千
万
円
で
、
10
年

後
は
7
0
0
億
円
を
目
標
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
来
春
5
月

に
大
型
成
形
機
を
造
る
工
場
を

ア
メ
リ
カ
に
建
設
し
、
稼
働
の

予
定
。
現
状
の
生
産
は
国
内
生

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は

炎
暑
の
7
月
21
日（
金
）
近

在
の
3
カ
所
を
視
察
研
修
し

た
。

　

最
初
の
視
察
場
所
の
千
曲

坂
城
消
防
組
合
戸
倉
上
山
田

消
防
署
は
、
業
務
を
遂
行
し

な
が
ら
約
1
年
か
け
て
増
改

築
を
行
い
、
こ
の
4
月
に
完

成
。
大
規
模
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
堅
牢
な
新
消
防
庁
舎
が

誕
生
し
、
特
筆
す
べ
き
は
高

機
能
消
防
指
令
装
置
で
あ
っ

た
。
災
害
現
場
の
状
況
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
出
さ
れ
、
よ
り
的
確
で

迅
速
な
消
防
業
務
が
可
能
に

な
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
最
新
装
置
に
目
を
奪
わ

産
70
％
、
海
外
30
％
の
比
率
で

行
っ
て
い
る
。
美
し
い
樹
脂
製

品
が
造
ら
れ
る
成
形
機
を
追

求
し
た
創
業
者
の
思
い
を
今

後
も
大
事
に
し
て
坂
城
か
ら

世
界
に
発
信
を
続
け
る
。
ま

た
、
女
性
の
活
躍
の
場
を
広

げ
、
現
在
部
長
職
2
名
を
幹

部
に
登
用
し
て
い
る
。

　

地
場
産
直
売
所「
あ
い
さ

い
」は
、
創
設
以
来
販
売
高

も
4
倍
強
と
な
り
、
今
年
大

幅
な
店
舗
の
改
修
を
計
画

し
、
地
産
地
消
の
推
進
と
農

れ
た
。

　

次
の
視
察
先「
み
ら
い
望ぼ

う

」

も
こ
の
4
月
、
旧
油
井
医
院

の
場
所
に
就
労
支
援
事
務

所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
活
動
し
て
き
た

N
P
O
法
人「
未
来
ス
ペ
ー

ス
」が
運
営
。
学
校
を
卒
業

し
た
後
の
障
が
い
を
持
つ
人

た
ち
の
就
労
支
援
や
生
活
訓

練
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く

近
所
の
人
た
ち
も
自
由
に
出

入
り
す
る
み
ん
な
の
居
場
所

に
な
れ
ば
と
の
こ
と
。「
あ

家
所
得
の
向
上
に
向
け
、
課

題
解
決
を
展
開
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

　

味
ロ
ッ
ジ
㈱
は
、
16
年
に

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
し
、
25
年
に
株
式
会

社
化
を
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。社
員
22
名
、売
上
高
5

千
万
円
、
地
産
地
消
・
地
域

食
文
化
の
伝
承
活
動
を
柱
に

展
開
し
て
い
る
。

�

（
朝
倉
国
勝
）

せ
ら
ず
・
ぼ
ち
ぼ
ち
」が
ス

ロ
ー
ガ
ン
。

　

最
後
は
上
田
市
の「
ひ
と

ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ

う
え
だ
」。「
健（
康
）幸（
福
）

都
市
」を
目
指
す
上
田
市
の

健
康
幸
せ
づ
く
り
の
拠
点

で
、
当
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
た
性
格
の
も
の
で

あ
っ
た
。
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
並
々
な
ら
ぬ
行
政
の
熱

意
を
随
所
に
感
じ
た
。

�

（
小
宮
山
定
彦
）

　
委
員
会
報
告

町内事業所に学ぶ

 総務産業常任委員会

先進施設を訪問

 社会文教常任委員会

初期の射出成形機（日精樹脂工業㈱）

高機能消防指令装置の説明を聞く
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当
委
員
会
は
、
7
月
11
日

（
火
）
9
月
7
日
か
ら
11
月

5
日
ま
で
鉄
の
展
示
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
特
別
展

「
大
相
撲
と
日
本
刀
」の
内
容

と
概
要
、
周
辺
商
業
施
設
へ

の
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
産

業
振
興
課
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
企
画
展
は
日
本
相

撲
協
会
の
特
別
の
許
可
を
得

て
い
る
。
雷
電
の
太
刀
や
化

粧
ま
わ
し
を
始
め
、
現
役
力

士
、
歴
代
の
横
綱
な
ど
の
太

刀
や
脇
差
、
化
粧
ま
わ
し
ほ

か
、
1
1
7
点
を
前
期
・
後

期
で
入
れ
替
え
て
展
示
す
る

と
の
説
明
を
受
け
て
、
質
疑

応
答
を
行
っ
た
。

問　
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
方
法

と
物
品
販
売
の
計
画
は
。

答　
信
毎
、
S
B
C
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
紙
面
広
告
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
番
組
の
予
定

が
あ
る
。ま
た
、国
技
館
の
え

り
す
ぐ
り
品
を
販
売
す
る
。

問　
展
示
品
の
説
明
対
応

は
。

答　
学
芸
員
を
メ
イ
ン
に
、

町
づ
く
り
坂
城
の
ス
タ
ッ
フ

も
対
応
し
て
い
く
。

問　
今
後
の
P
R
方
法
は
。

ま
た
、周
辺
商
業
施
設
、協
力

団
体
と
の
連
携
は
。

答　
町
と
観
光
協
会
、
鉄
の

展
示
館
の
H
P
で
周
知
に

努
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も

検
討
す
る
。ま
た
、食
事
や
散

策
に
出
て
も
当
日
に
限
り
再

入
館
を
可
能
に
す
る
。

問　
御
嶽
海
、
元
横
綱
武
蔵

丸
を
呼
ぶ
動
き
が
あ
る
が
費

用
は
。

答　
予
算
1
0
0
万
円
を
計

上
し
て
お
り
、
範
囲
内
で
調

整
す
る
。

　

大
相
撲
人
気
の
中
、
刀
剣

の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
し
、

集
客
に
努
め
た
い
。

�

（
滝
沢
幸
映
）

「大相撲と日本刀」

 坂城駅周辺活性化特別委員会

議 会を見学してみませんか

議会傍聴のお知らせ
次の定例会は

12月初旬開会の予定です。

事前の申込みは不要です。
当日議場（役場4階）へ
お越しください。

　議会では、学校・団体等の社会科見学や職場見学な
どで議場や会議室等を見学される皆さんをお待ちし
ています。
　議会の会期中や会議のある日など、見学ができない
日もありますので、事前に事務局へご連絡ください。

3 年社会科見学（南条小） ポーランド日本語学校
サマースクール

御嶽海 1 日館長（10 月 1 日 鉄の展示館）
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これからの坂城町を語ろう

　町議会では7月25日・26日・28日の3日間、議会報

告会を開催し、9会場で139人の皆さんに参加いただ

き、意見交換をしました。

　皆さんから出された町への意見や要望をふまえ、塩野

入議長、西沢副議長、入日議運委員長が代表として山村

町長に要望書を提出し回答を求めました。

　要望事項とその回答についてお知らせします。

〜 第10回議会報告会 〜
開 催 日 場　　　所 参加人数 場　　　所 参加人数 場　　　所 参加人数 計
7/25（火） 町 横 尾 公 民 館 10人 田 町 十 王 堂 27人 新 町 公 民 館 13人 50人
7/26（水） 込 山 公 民 館 20人 苅 屋 原 公 民 館 11人 小 網 公 民 館 13人 44人
7/28（金） 中 之 条 公 民 館 20人 北 日 名 公 民 館 12人 月 見 区 集 会 所 13人 45人

要　　望

回　　答

1　安心安全の町づくりに向けて、防犯灯の整備、
LED化について、積極的に推進されたい。

2　町道の舗装が傷んだ箇所について、迅速な修
繕に努められたい。

3　町民の健康づくり、疾病予防の観点から、特定
健診の受診料の引き下げと人間ドック補助金
の増額を検討されたい。

4　高齢者の移動手段の確保について、循環バス
の更なる利便性向上に向けた取り組みに加
え、将来のデマンド化も視野に入れた検討を
進められたい。

5　公民館分館整備補助金について、対象事業費
の下限額の引き下げを検討されたい。

6　旧給食センターの解体を早急に進めるととも
に、解体までの安全な管理に努められたい。

1　防犯灯の新設、照明器具交換の際は、LED灯
による整備を行っているところであり、今後
も引き続き各区、学校、PTA等からの要望を
踏まえる中で、順次、防犯灯の整備、LED化に
努めてまいります。

2　平成26年度に実施した道路ストック総点検
（舗装）結果に基づき、平成27年度から計画的
に舗装修繕工事を実施しております。また、小
規模な舗装修繕につきましては、道路維持工
事などで対応しています。

3　平成30年度より、国民健康保険の運営主体は
県が中心となり市町村との共同で運営するこ
とになることを踏まえ、その内容を精査し判
断してまいります。

4　多くの皆様にご利用いただけますよう、新たな
取り組みとして「どこでもノレール」の運行や
高齢者の運転免許返納者に対する運賃の無料
化など利便性向上に向けた取り組みに努めて
おり、今後も、更なる充実を図ってまいります。

5　公民館分館の施設整備につきましては、改修・
修繕等で事業費が多額（20万円以上）となっ
た場合につき、負担軽減を目的として2分の1
以内で補助しているところであり、現行のと
おりと考えております。

6　旧給食センターの解体につきましては、実施
計画に基づいて実施してまいります。
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A
　
班

町
横
尾
公
民
館

問　
防
災
行
政
無
線
の
電

源
は
。

答　
乾
電
池
と
交
流
電
源

の
併
用
が
で
き
る
。

問　
特
定
健
診
の
受
診
料

が
高
い
。ま
た
、人
間
ド
ッ
ク

の
補
助
金
を
上
げ
て
ほ
し

い
。

答　
改
善
に
向
け
て
、
一
般

質
問
で
も
取
り
上
げ
て
い

く
。

問　
谷
川
の
河
川
愛
護
の

取
り
組
み
が
高
齢
化
で
限
界

だ
。
泥
上
げ
が
さ
れ
ず
厳
し

い
。

答　
県
の
一
級
河
川
な
の

で
泥
上
げ
を
要
望
し
て
い

く
。

問　
高
速
バ
ス
停
下
り
線

の
駐
車
場
を
広
げ
ら
れ
な
い

か
。

答　
高
速
道
路
の
土
地
で

あ
る
た
め
拡
充
は
難
し
い
。

問　
大
手
工
場
か
ら
の
騒

音
が
気
に
な
る
が
。

答　
担
当
課
に
調
査
を
依

頼
す
る
。

  

【
要　

望
】

〇
信
州
パ
ー
キ
ン
グ
・
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
の
更
な
る
周
知

を
。

〇
旧
北
国
街
道
の
側
溝
改
修

事
業
を
早
期
に
実
施
を
。

〇
地
場
産
直
売
所「
あ
い
さ

い
」の
内
容
の
充
実
を
。

込
山
公
民
館

問　
赤
線
・
青
線
の
と
こ

ろ
に
物
を
置
い
て
い
る
。
管

理
徹
底
を
し
て
ほ
し
い
。
災

害
の
時
に
困
る
。

答　
担
当
課
に
確
認
を
し

要
望
す
る
。

問　
循
環
バ
ス
を
も
っ
と

小
型
化
し
、
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

答　
利
用
が
減
少
傾
向
に

あ
る
。
小
諸
市
で
は
乗
り
合

い
タ
ク
シ
ー
を
導
入
し
始
め

た
。
具
体
化
に
向
け
働
き
か

け
て
い
く
。

問　
横
町
か
ら
坂
城
小
学

校
へ
の
道
路
は
登
校
時
間
帯

は
進
入
禁
止
だ
が
、
保
育
園

送
迎
の
車
が
通
行
し
て
い

る
。
改
善
を
訴
え
て
も
ら
い

た
い
。

答　
保
育
園
の
保
護
者

に
注
意
喚
起
を
促
す
よ

う
伝
え
る
。

問　
文
化
セ
ン
タ
ー
体

育
館
の
照
明
料
が
1
時

間
9
0
0
円
と
高
い
。老

人
ク
ラ
ブ
で
の
利
用
だ

が
、
照
明
料
は
減
免
の
対

象
に
な
ら
な
い
の
か
。

答　
見
直
し
に
つ
い
て

要
望
す
る
。

  

【
要　

望
】

○
除
雪
に
つ
い
て
、
通
学

道
路
を
近
隣
で
除
雪
し

た
後
、
除
雪
車
が
除
雪

し
、
家
の
出
入
り
に
支
障

が
出
る
。
住
民
へ
の
配
慮
を

望
む
。

〇
一
般
質
問
の
内
容
を
役
場

入
口
に
掲
示
し
て
ほ
し
い
。

〇「
さ
か
き
ど
ん
ど
ん
」
を

南
条
や
村
上
で
も
開
催
し
て

ほ
し
い
。

中
之
条
公
民
館

問　
夢
の
湯
の
今
後
は
。

答　
公
共
施
設
等
管
理
計

画
の
策
定
が
済
み
、
今
後
個

別
施
設
計
画
の
中
で
検
討
さ

れ
て
い
く
。

問　
旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の

解
体
を
早
く
し
て
ほ
し
い
。

中
学
校
の
前
で
物
理
的
に
も

危
険
で
あ
る
。
跡
地
利
用
と

し
て
道
路
の
拡
張
を
し
て
ほ

し
い
。

答　
以
前
か
ら
要
望
が
あ

る
。
管
理
上
も
危
険
な
状
況

で
あ
る
の
で
再
度
要
望
し
て

い
く
。

問　
産
業
道
路
か
ら
上
の

イ
ン
タ
ー
線
に
街
灯
が
少
な

く
防
犯
上
心
配
。
設
置
で
き

な
い
か
。

答　
現
地
調
査
の
上
、状

況
に
よ
っ
て
は
、
町
を
通

じ
て
県
に
要
望
し
て
い

く
。

問　
イ
ン
タ
ー
線
で
猪

を
目
撃
し
た
。
荒
廃
農
地

が
原
因
の
一
つ
と
考
え

る
が
。

答　
荒
廃
農
地
を
な
く

す
よ
う
農
業
委
員
も
頑

張
っ
て
い
る
。
目
撃
時
は

産
業
振
興
課
に
即
座
に

通
報
を
お
願
い
し
た
い
。

問　
町
単
補
助
事
業
の

予
算
が
1
千
万
円
で
変

わ
ら
な
い
。
区
で
は
30
万

か
ら
35
万
の
枠
で
あ
る
。
毎

年
要
望
を
上
げ
て
く
れ
と
い

う
が
、
上
げ
て
も
何
年
も
実

施
に
至
ら
な
い
。
ま
た
は
、

単
年
度
で
で
き
ず
継
続
事

業
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は

「
住
民
の
生
活
が
大
事
」
で

あ
る
。
予
算
の
増
額
を
お
願

い
し
た
い
。

答　
一
般
質
問
等
で
要
望

し
て
い
る
が
厳
し
い
。
し
っ

か
り
要
望
し
て
い
く
。

  

【
要　

望
】

〇
荒
廃
農
地
の
利
用
を
検
討

さ
れ
た
い
。

中
之
条
公
民
館　

込
山
公
民
館　

町
横
尾
公
民
館　
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B
　
班

田
町
十
王
堂

問　
全
戸
配
布
の
安
心
カ

プ
セ
ル
を
四
ツ
屋
方
式
で
町

が
管
理
す
る
よ
う
提
案
す

る
。

答　
一
般
質
問
で
も
再
度

取
り
上
げ
る
。

問　
坂
城
高
校
下
の
道
路

で
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。

答　
町
で
は
カ
ラ
ー
舗
装

と
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

し
た
。

問　
空
き
家
が
多
く
な
っ

て
き
て
お
り
防
犯
面
で
も
心

配
だ
。

答　
昨
年
、
各
区
長
に
調
査

を
依
頼
し
た
。
条
例
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問　
地
区
で
の
役
が
多
過

ぎ
る
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。

問　
国
道
18
号
バ
イ
パ
ス

を
早
く
造
っ
て
ほ
し
い
。

答　
期
成
同
盟
会
も
あ
り

頑
張
っ
て
い
く
。

  

【
要　

望
】

○
田
町
の
信
号
付
近
の
草
を

刈
り
取
っ
て
ほ
し
い
。

○
松
枯
れ
対
策
は
方
法
も
含

め
て
適
切
に
。

苅
屋
原
公
民
館

問　
安
全
対
策

と
し
て
苅
屋
原

鉄
道
沿
い
の
通

学
路
を
30
㎞
速

度
制
限
に
し
て

ほ
し
い
。

答　
ど
ん
な
安

全
対
策
が
よ
い

か
地
区
で
相
談

し
て
も
ら
い
た

い
。

問　
防
災
行
政

無
線
に
つ
い
て

い
ざ
と
い
う
時

双
方
向
の
情
報
伝
達
が
ど
の

よ
う
に
で
き
る
の
か
知
り
た

い
。

答　
双
方
向
通
信
が
可
能
な

移
動
系
無
線
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
松
食
い
虫
の
中
長
期

的
な
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。

答　
町
で
は
中
期
的
な
対

策
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

問　
町
に
総
合
病
院
の
建

設
計
画
は
な
い
の
か
。

答　
一
般
質
問
で
も
町
に

提
案
し
て
い
る
。

問　
横
断
歩
道
施
設
の
標

識
の
表
示
灯
を
直
し
て
ほ
し

い
。

答　
関
係
機
関
に
連
絡
し
、

修
理
が
で
き
て
い
る
。

  
【
要　

望
】

○
町
に
飲
食
店
が
少
な
い
の

で
増
や
す
対
策
を
。

○
坂
城
高
校
に
つ
い
て
、
地

域
の
高
校
と
し
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
視
野
に
、
将

来
に
向
け
存
続
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

北
日
名
公
民
館

問　
独
身
の
青
年
対
策
が

な
い
。
中
高
生
の
遊
び
場
所

も
作
っ
て
ほ
し
い
。

答　
中
高
生
な
ど
に
対
す

る
施
策
を
町
に
求
め
て
い

く
。

問　
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で

の
細
か
な
決
ま
り
は
必
要

か
。

答　
団
員
自
身
の
安
全
の

視
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

問　
秋
葉
山
に
通
じ
る
道

が
崩
落
し
長
年
通
行
で
き

な
い
。

答　
現
場
を
見
る
と
と
も

に
町
に
伝
え
る
。

問　
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
介
護
施
設
に
つ
い
て
町

の
計
画
は
。

答　
来
年
4
月
に
介
護
保

険
料
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

見
直
さ
れ
る
。

  

【
要　

望
】

○
有
線
で
坂
城
町
の
歌
を
流

す
場
合
は
音
量
や
時
間
帯
を

工
夫
し
て
ほ
し
い
。

田町十王堂

苅屋原公民館

北日名公民館
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C
　
班

新
町
公
民
館

問　
一
般
質
問
、
誰
が
ど
ん

な
質
問
を
す
る
の
か
事
前
に

知
り
た
い
。

答　
議
会
開
会
日
の
2
日
後

に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新

着
情
報
に
掲
載
し
て
い
る
。

問　
空
き
家
の
利
活
用
に

つ
い
て
、町
の
取
り
組
み
は
。

答　
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

し
て
賃
借
の
申
し
込
み
も
あ

り
、
現
在
貸
し
た
い
人
約
20

名
、
借
り
た
い
人
約
25
名
の

申
し
込
み
が
あ
り
、
借
り
た

人
は
4
名
、
買
っ
た
人
は
6

名
い
る
。

問　
大
雪
の
時
等
、
区
の
役

員
だ
け
で
雪
か
き
は
大
変

だ
。
県
道
は
や
っ
て
く
れ
な

か
っ
た
。

答　
県
か
ら
大
型
除
雪
車

も
借
り
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
後
県
と
町
で
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
公
民
館
が
古
く
避
難

所
と
し
て
心
配
。
耐
震
や
新

築
も
費
用
面
で
現
状
で
は
で

き
な
い
。高
齢
者
が
増
え
、2

階
は
使
用
し
て
い
な
い
。
公

民
館
改
修
に
も
っ
と
補
助
が

で
き
な
い
か
。

答　
町
は
費
用
の
半
分
を

補
助
し
て
い
る
。
改
築
の
場

合
、
上
限
3
千
万
円
の
補
助

金
が
出
る
。　
　

  

【
要　

望
】

◯
千
曲
川
の
水
門
の
上
の
土

手
が
大
き
く
崩
れ
て
い
る
。

早
く
修
理
し
て
ほ
し
い
。

◯
若
者
を
呼
び
込
む
た
め
に

空
き
家
を
無
料
で
貸
し
た

り
、
若
者
が
集
ま
れ
る
場
所

を
作
っ
て
ほ
し
い
。

◯
循
環
バ
ス
の
停
留
所
を
新

町
に
も
ほ
し
い
。

小
網
公
民
館

問　
防
災
行
政
無
線
は
い
つ

か
ら
運
用
開
始
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
離
れ
に
も
1
台
ほ
し

い
が
。

答　
来
年
4
月
か
ら
開
始
予

定
で
あ
る
。ま
た
、原
則
1
軒

に
1
台
な
の
で
町
の「
す
ぐ

メ
ー
ル
」も
利
用
し
て
ほ
し

い
。

問　
子
ど
も
の
医
療
費
は
何

歳
ま
で
無
料
か
。

答　
18
歳
ま
で
無
料
に
な
っ

た
。

問　
チ
ク
マ
精
工
跡
地
に
建

設
中
の
建
物
は
。

答　
ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
㈱
の

工
場
で
あ
る
。

問　
18
号
バ
イ
パ
ス
は
い
つ

頃
完
成
す
る
か
。

答　
国
の
予
算
が
少
な
い
の

で
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

問　
バ
イ
パ
ス
で
買
収
し
た

用
地
の
草
刈
り
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

答　
建
設
課
を
通
じ
、
国
道

事
務
所
に
要
請
す
る
。

問　
公
民
館
は
小
網
沢
決
壊

で
被
害
が
出
る
可
能
性
が
あ

る
。
建
設
場
所
や
耐
震
問
題

も
あ
る
が
費
用
面
で
難
し
い
。

答　
他
の
区
で
も
費
用
面
で

建
て
替
え
を
断
念
し
、
耐
震

工
事
に
な
っ
た
例
が
あ
る
。

区
民
で
ど
う
す
る
か
話
し
合

い
を
し
て
ほ
し
い
。

  

【
要　

望
】

◯
2
本
あ
る
砂
防
ダ
ム
が
砂

で
い
っ
ぱ
い
だ
。
土
砂
の
除

去
を
早
急
に
し
て
ほ
し
い
。

◯
合
併
浄
化
槽
補
助
を
継
続

し
て
ほ
し
い
。

◯
沢
と
林
道
が
同
じ
高
さ
の

所
が
あ
る
。
堰
堤
の
設
置
を

し
て
ほ
し
い
。

月
見
区
集
会
所

問　
自
治
会
活
動
保

険
に
つ
い
て
、
老
人

ク
ラ
ブ
等
団
体
保
険

は
ほ
か
に
も
あ
る
の

か
。

答　
自
治
会
活
動
に

限
っ
た
保
険
で
、
区

の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
今
年
か
ら
町
が

導
入
し
た
。

問　
一
般
質
問
は
全

て
の
議
員
が
し
て
ほ

し
い
。

答　
当
町
で
は
ほ
と

ん
ど
の
議
員
が
質
問

し
て
い
る
。
他
市
町
村
よ
り

質
問
者
が
多
い
。

問　
区
内
の
倉
庫
に
中
国

か
ら
の
輸
入
コ
ン
テ
ナ
が
あ

り
、
ヒ
ア
リ
の
拡
大
を
心
配

し
て
い
る
。
町
と
し
て
対
策

を
し
て
い
る
か
。

答　
町
は
立
ち
入
り
検
査

等
の
対
策
は
し
て
い
な
い
。

  

【
要　

望
】

◯
月
見
区
入
口
と
い
う
看
板

を
県
道
沿
い
に
設
置
し
て
ほ

し
い
。

◯
防
犯
灯
の
L
E
D
化
を

進
め
て
ほ
し
い
。

◯
行
政
と
し
て
区
の
線
引
き

を
し
て
ほ
し
い
。

◯
湯
さ
ん
館
の
営
業
時
間
を

延
長
し
て
ほ
し
い
。

新
町
公
民
館　

小
網
公
民
館　

月
見
区
集
会
所
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長�

塩
野
入　

猛

議
会
報
編
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委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長�

西
沢　

悦
子

　
　
　
　
　

副
委
員
長�

滝
沢　

幸
映

　
　
　
　
　

委　
　

員�

中
嶋　
　

登

　
　
　

�

山
㟢　

正
志

　
　
　

�

小
宮
山
定
彦

◆
9
月
16
日
か
ら
の
3
連
休
、
台

風
18
号
が
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

た
。「
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
」

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」等
よ
く
聞

く
言
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◆
今
回
一
般
質
問
で
、
昨
年
度
改

訂
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
取
り
上
げ
た
。
千
年
に
一
度

の
最
大
規
模
の
降
雨
を
想
定
し
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

こ
の
と
こ
ろ
の
災
害
は
、
と
て
も

そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と

の
不
安
が
増
す
。

◆
国
土
交
通
省
も
関
わ
っ
て
、「
水

害
サ
ミ
ッ
ト
」が
毎
年
開
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
激
甚
な
水
害
を

経
験
し
た
全
国
の
市
町
村
が
集
ま

り
、
水
害
体
験
で
得
た
経
験
や
教

訓
を
全
国
に
発
信
し
、
防
災
・
減

災
に
つ
な
げ
て
い
る
。

◆
災
害
に
遭
わ
れ
た
自
治
体
の
生

の
声
に
耳
を
傾
け
、
現
実
を
直
視

し
た
災
害
対
策
の
在
り
方
を
、
学

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

�

（
滝
沢
幸
映
）

世代をつなぐ
伝統神楽を訪ねて

区
民
に
受
け
継
が
れ
た
文
化
遺
産

〜
上
平
太
神
楽
保
存
会
〜

　

上
平
太
神
楽
は
、
自
在
神
社
の

秋
祭
り
に
区
内
の
4
つ
の
神
社

や
、
そ
の
年
に
新
築
さ
れ
た
家
な

ど
を
回
っ
て
奉
納
さ
れ
て
き
た
。

獅
子
舞
の
始
め
ら
れ
た
時
期
や
由

来
は
明
確
で
は
な
い
が
、
現
在
も

舞
に
使
わ
れ
て
い
る
雌
獅
子
に
は

嘉
永
2
年（
1
8
4
9
）正
月
と
、

神
楽
殿
に
納
め
ら
れ
て
い
る
雄
獅

子
の
舌
の
裏
側
に
は
享
和
2
年

（
1
8
0
2
）
7
月
と
記
さ
れ
て

い
る
。

　

残
さ
れ
た
史
料
に

よ
る
と
、
安
永
元
年

（
1
7
7
2
）に
は
獅
子

舞
が
行
わ
れ
、
そ
の
継

承
に
当
た
っ
て
は
、
多

く
の
先
人
の
苦
労
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

明
治
41
年
に
区
内
の

神
社
が
自
在
神
社
に
合

併
後
、
昭
和
40
年
に
は

「
自
在
神
社
若
者
会
」、

平
成
3
年
に
は「
若
者

会
」
と
名
称
を
変
え
つ

つ
続
け
ら
れ
た
。

　

平
成
8
年「
若
者
会
」

は
笛
・
太
鼓
・
舞
方

（
楽
人
）の
高
齢
化
も
加

わ
り
、
神
楽
の
維
持
が
困
難
と
な

り
、
新
た
な
組
織「
上
平
太
神
楽

保
存
会
」が
船
出
し
、現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

今
で
は
雌
獅
子
の
み
で
舞
わ
れ

て
お
り
、
雄
獅
子
は
現
在
神
楽
殿

の
中
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
優
し

く
大
ら
か
な
雌
獅
子
の
舞
が
、
心

の
つ
な
が
り
を
確
実
に
広
げ
て
く

れ
て
い
る
。

�

（
保
存
会 

会
長 

辺
見
正
嗣
）
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